
株式会社 菅原工業
代表取締役 菅原 渉

気仙沼と世界を繋ぐ
未来への道づくり



株式会社 菅原工業

住所：宮城県気仙沼市赤岩迎前田132

業種：建設業・運送業・
産業廃棄物収集運搬業(宮城、岩手)・
砕石業

従業員47名 外国人技能実習生7名

創業：昭和40年10月1日

〇アスファルトプラント〇アスファルト舗装



コーポレートスローガン

『このまちをつくる』



私たち菅原工業は

企業・地域の課題を
海外と繋がる事で解決し

地域の当たり前の日常を提供し
未来への道を

つくってる企業です

文化

ひと

人材不足・人口減
技能実習生・気仙沼人事部

産業

復興需要減の対応
外貨の獲得・大手との連携

交流・関係人口増
多文化共生社会構築



『市民が快適で安心して暮らせる環境をつくる』

●建設工事

当たり前の日常を当たり前に



『市民が快適で安心して暮らせる環境をつくる』

当たり前の日常を当たり前に

●除雪・融雪



『市民が快適で安心して暮らせる環境をつくる』

当たり前の日常を当たり前に

●災害時の対応



これを実現するためには。。。。

働き手が少ない。。。

復興工事完了の工事の受注は。。。

募集をかけても人が集まらない。。。

今は仕事があるが

誰が地域の当たり前の生活を守る？



『慢性的な人材不足の課題解決』

『復興需要減への対応』

企業の課題・地域の課題



気仙沼

インドネシア

慢性的な人材不足の課題解決



互いの地域の課題を解決し、地域間の架け橋になる

復興需要減への対応

2014年

技能実習生受入開始

2015年

合弁会社設立 リサイクルアスファルトプラント建設

2016年

・なぜインドネシア？ ・インドネシアで会社？ ・なぜリサイクルアスファ
ルト？



インドネシアと気仙沼の関係性

なぜインドネシア？

300人を越えるインドネシア
技能実習生

基幹産業での受入実績 震災時の支援

気仙沼市に対し200万ドル
の支援(図書館建設の一部)

気仙沼YEGインドネシアパレード

文化の交流を通じて国際理解の促進
と継続的な文化交流を図る目的



菅原工業の進出方法

PT KADI
（現地JVパートナー）

10% 90%

合弁会社設立：製造業

PT SUGAWARA
KOGYO

INDONESIA

株の買戻し

個人投資家
に売却

PD SMU

共同企業体:KSO

PD:政府系企業PT:株式会社

インドネシアで会社？



なぜリサイクルアスファルト？

リサイクルアスファルトとは

インドネシア公共事業省の課題

地元企業の課題

道路工事で剥がされた使用済みの「アスファルト殻」は、リサイクル工場に運び込まれた後に
破砕、粒度調整されて再び道路の原料として使用されます。その原料を製造しております。

〇輸入に頼るアスファルトを何とかしたい。

〇補修の度に高くなる道路の高さを下げたい。

〇環境に考慮していきたい。

〇工事の発注金額が安い。
舗装工事 12,000円/t （当社14,000円/t）

〇アスファルト廃材の処分
敷地内に山積に、道路の路床材として処分。



なぜリサイクルアスファルト？

リサイクルアスファルト

メリット

製造フロー

〇輸入に頼るアスファルトを何とかしたい。⇒ 約50%のアスファルトを再利用可能

〇補修の度に高くなる道路の高さを下げたい。⇒ 路面削ったアスファルト廃材が材料となる

〇環境に考慮していきたい。 ⇒ 製造工程でCO2の削減が可能

〇マーケットが膨大 インドネシアで第１号の為、競合がほぼいない
※日本国内でのリサイクルアスファルト使用率98％

〇工事の発注金額が安い。⇒ リサイクルアスファルトを使用する事で材料費が10～15％減



なぜリサイクルアスファルト？

リサイクルアスファルト

課 題

日本の助成金・補助金
など支援を活用

〇リサイクルアスファルトの認知度が低く、別工法での失敗事例がある。

〇アスファルト廃材の定義が「廃棄物」・「有価物」の存在が省庁によって異なる。

〇インドネシア国家規格に認証されないと国道・州道・県道・市道・町道では使用不可

〇地方の日系中小企業の声が中々省庁に届かない

〇再生用添加剤が日本からの輸入の為、大幅なコスト削減や安定供給が困難

〇JETRO : 事前調査 まずは何が必要でどの様な手続きがあるか
〇JICA : 案件化調査 省庁との直接的な交渉を支援
〇日本商工会議所：輸出時の税制優遇措置の手続き(経済連携協定EPA等)



JICA：中小企業海外展開支援事業-案件化調査

５ ≦ MCI

MCI ＜ ５

MCI ≦ ４

MCI ≦ ３

77

29

54

88

不良

良好

①アスファルト再生技術

②舗装・施工管理技術

③舗装マネジメントシステム
(PMS：測定)

④舗装マネジメントシステム
(PMS：見える化)

・アスファルトのリサイクル40-60％
・舗装コスト10-20%を削減
・④からの切削アスファルト（廃棄物）を安定調達

・最適アスファルト種類の選定
（降水量、交通量に応じて）
・日本の規格に準拠した舗装

③の測定データにより破損状況を色で識別
→計画的な維持管理と
リサイクル原料の安定調達を実現

→維持管理コストを少なくとも14%削減

道路の路面性状を測定
・ひび割れ
・わだち掘れ
・平坦性

路面性状測定車

破損状況の管理マップ（色で識別）

アスファルト再生プラント

最適アスファルトの舗装

わだち掘れ計測

ひび割れ計測平坦性計測

循環型舗装技術を提案

リサイクルアスファルトの認知

インドネシア国家規格の取得

再生添加材の開発

舗装マネジメントシステム
仕組みを構築



リサイクルアスファルトの認知

日本へ招聘

〇日本国内でのリサイクルアスファルトの技術や産業
廃棄物の収集運搬の仕組みを実際にインドネシア政
府道路関係者を招聘し意見交換を行い、理解度を深
めた。

セミナーの開催

〇インドネシア政府関係者や民間企業向けにリサイク
ルアスファルトの技術説明セミナーを開催

〇日本に招聘した道路関係者や大学教授と共に技術の
説明を行う。

〇大臣・国立道路研究所の所長の理解と共感を頂く
〇工場視察が増加する



インドネシア国家規格の取得

インドネシア道路研究所・西ジャワ州・工科大学との産学官連携

〇インドネシアの気候・既存の
道路資材の分析からインドネ
シア国内で最適な配合を計画

試験施工実施～モニタリング

〇既設舗装の事前調査から施工
方法を提案し、実際にリサイ
クルアスファルトで道路工事
を実施。

〇施工後、１年間のモニタリン
グを実施



インドネシア国家規格の取得

産学官連携により配合設計

試験施工実施～モニタリング

政府・民間企業の道路事情課題を抽出

リサイクルアスファルトの理解・認知

リサイクルアスファルトプラント設置

2019年９月
国家規格の認証



再生添加剤の開発

大学時代の恩師からのアドバイス

〇インドネシア国産の植物系添加剤を開発

試験施工実施～モニタリング中

〇日本から輸入する添加剤のコストを大幅減

〇日本国内での流通も視野にいれ成分分析中。

〇製品名『SW-1』



リサイクルアスファルトプラント１号基
(カラワン地区)

リサイクルアスファルトプラント2号基
(マジャレンカ地区)予定地

コ・イノベーションによる途上国向け脱炭素技術創出・普及事業採択

舗装マネジメントシステム仕組みを構築

〇２号機が政府企業との共同企業体の為
リサイクルアスファルト普及後に
舗装マネジメントシステムの提案準備中



『新しい東北』復興ビジネスコンテスト 2020

復興庁が設立した「新しい東北」官民連携推
進協議会が被災地の産業復興に向けた地域産
業の創出の機運醸成を図り、「新しい東北」
を実現していくことを目的として開催。



JAPANコンストラクション国際賞 国土交通大臣賞

「質の高いインフラ」の象徴となり、日本の強みを発揮
した建設プロジェクトや海外において先導的に活躍して
いる中堅・中小建設関連企業を表彰。
これによって、競争力の強化を図り、更なる海外進出を
後押しすることを目指します。





・大手企業とのパートナーシップで互いの企業の強みを生かす。

・道路の表面に付加価値を持たせ競争力アップと
地域のみなさんに安心・安全な道路を提供する。

『企業誘致・新技術の投入』

大手企業との連携

・日本の最先端技術を海外に発信する。



●インドネシア料理店

●ムショラ（祈祷所）

インドネシア料理店 ～WARUNG MAHAL ～多文化共生社会構築

日本で一番インドネシアと交流のある街『気仙沼』を目指す

選ばれる『国』・選ばれる『街』になる



•インドネシア人との「食」を通じた文化交流

「食」で社員研修



インドネシアを知る

•気仙沼とインドネシアの文化的な交流をつくるために、

•中学生が企画・立案 メニュー開発
インドネシア料理

×気仙沼の食材



•インドネシアと気仙沼の食を通じた文化交流のハブになる

地元のひと

地元の企業 インドネシア人

WARUNG
MAHAL

私たちワルンマハールの目指す所



ムショラを併設したインドネシア料理店ワルンマハール

地域コミュニティづくり 部門

2020年度 GOOD DESIGN賞 受賞



●地元の方々に対して

インドネシア料理店 ～WARUNG MAHAL ～



・・・

地方の企業にとって、
大手採用サイトの活用は断然不利。
地元の子供ですら地域の企業を知らない中で、
全国に発信してもなかなか面接に進まない。
学生と会える機会を創出する必要がある。
(S⇒KIP 地域教育事業)

菅原工業人事部

気仙沼人事部 菅原工業の採用実績を基に気仙沼市内に展開・・・

その後は、宮城県内から三陸沿岸・東北全域へ

新卒採用実績
2020年入社
大卒1名 高卒1名＋(中途2名)

2021年入社
大卒5名 高卒1名+(中途4名)

『Uターン・Iターンの増』

地方の強みを活かした採用イベントの実施

人口減への対応



市内中高生に向けての地域教育

地方で働く事の大切さ・豊かさを伝え

さらに、地元の企業をしるキッカケつくり

大学生インターン生による

建設業の特別授業

地元中学校にて、地域課題を共に
考える総合学習。地域教育事業



建設業で地域に根付く人を育てたい

●中学生に対してのアンケート及び特別授業

建設業に興味がありますか？ 20%

特別授業後は・・・・



建設業で地域に根付く人を育てたい

●中学生に対してのアンケート及び特別授業

８４% 興味がある！



インドネシア技能実習生

●課題である食と文化の違い

●これからの必要性



100年後の子供達に気仙沼を残す

世界と繋がり、多文化を受入れる事で

地域に『当たり前の日常』を提供し


